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１．事業の概要
【事業の目的】

＜位置図＞

＜主な事業の経緯＞

＜平面図＞

国道11号西条市バイパス及び主要地方道壬生川新居浜野田線と一体となり、国道11号のバイパスとして機能し、いよ小松北IC・
いよ小松ICと西条臨海工業用地や東予港とのアクセスが向上するなど、地元産業、経済の活性化に寄与する道路である。

愛媛県

高知県

徳島県

香川県国道11号
小松バイパス

年度 内容
平成 3 年12月17日 都市計画決定

平成 3 年度 事業化

平成 4 年度 用地買収着手

平成10年度 工事着手

平成11年3月31日 延長0.2km暫定開通

平成13年3月27日 延長0.7km暫定開通

平成20年3月21日 延長1.1km暫定開通

令和 5 年9月24日 延長0.4km暫定開通

東予港

伊予西条
至
高
松
市

196

松山自動車道
E11

こ まつ
国道11号 小松バイパス 延長7.5km

西条市役所

H11.3開通 延長0.2km
H13.3開通 延長0.7km
H20.3開通 延長1.1km

さ
い
じ
ょ
う
こ
ま
つ
ち
ょ
う
や
す
い

終
点
：
西
条
市
小
松
町
安
井

石鎚山伊予氷見伊予小松

玉之江

壬生川

伊予三芳

11

11

至
松
山
市

至 今治市

西条市

いよ小松北IC

東予丹原IC

さ
い
じ
ょ
う
こ
ま
つ
ち
ょ
う
し
ん
や
し
き

起
点
：
西
条
市
小
松
町
新
屋
敷

いよ小松IC

いよ小松JCT

R5.9開通 延長0.4km

いよ西条IC

E76

西条臨海工業用地

港新地

樋之口

西ひうち

東ひうち

船屋

A
A’

凡 例

：高規格道路

：一般国道(指定区間)

：一般国道(指定区間外)

：主要地方道

：一般県道

：その他の道路

：再評価箇所（開通済）

：再評価箇所（未開通）

にゅ う がわ に い はま の だ
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１．事業の概要
＜事業計画諸元＞

事業名 こまつ
一般国道11号 小松バイパス

事業区間 え ひめ さい じょう こ まつちょう しん や しき え ひめ さい じょう こ まつちょう やす い

愛媛県西条市小松町新屋敷～愛媛県西条市小松町安井
計画延長 7.5km
構造規格 第3種第2級
設計速度 60km/h
車 線 数 4車線
標準幅員 25.0ｍ

計画交通量(R22時点) 12,900～20,800台/日

＜標準断面図（A-A’）＞ （単位 m）
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２．事業の効果と必要性（１）

小松バイパスに並行する国道11号（現道）は、歩道の幅員が狭い上に東予港や西条臨海工業用地に向かう経路のため、大型車
混入率が高い区間であり、沿線住民にとって危険な状況。
今後の開通により、現道を通行する大型車両がバイパスに分散することで、沿線住民や利用者の安全性の向上が期待される。

交通安全性の向上

＜平面図＞
至 今治市

＜小松バイパスに並行する国道11号の大型車混入率＞

▼国道11号を通行する
大型車の様子

資料）R6.1 ヒアリング調査結果

• 国道11号（現道）は道路幅員が狭く、歩道が整備
されていないことで大型車の通行の際、沿線住民に
とって危険な状況となっています。

至
高
松
市

E11

国道11号 小松バイパス 延長7.5km

至
松
山
市

西条市

いよ小松北IC

東予丹原IC

いよ小松IC

いよ小松JCT

E76

196

11

11

▼国道11号・国道196号（現道）の歩道幅員

【警察関係者の声】

西
条
市
小
松
町
安
井

西
条
市

小
松
町
新
屋
敷

開通済区間
延長0.4km

開通済区間
延長2.0km

東予港
西条臨海工業用地

資料）R3全国道路・街路交通情勢調査

＜国道11号＞ ＜国道196号＞

上り
(東行)

（単位：ｍ）

下り
(西行)

凡 例

：歩道

：上下ともに2.0ｍ
以下※の区間

歩道の狭い区間が
多数存在

※（歩道幅員）2.0m以下：車いす（占有幅1.0ｍ）同士がすれ違い可能である幅員を2.0mとし、それ以下は「歩道が狭い」と定義。
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• 今後の小松バイパスの整備（全線開通）により、現道
を通行する大型車両がバイパスに分散することで、沿
線住民や利用者の安全性の向上が期待されます。※100mピッチ

＜所要時間の短縮＞

愛媛県内直轄国道平均：12.6％

西条市丹原町志川甲：28.2％【1位】

大型車混入率1位区間
【28.2％】 （西条市丹原町（明穂交差点）～東予港）

0 10 3020 （分）

約21分

約17分

現況
(国道11号)

全線開通後
(小松BP)

資料）現況：ETC2.0プローブデータ（R5.10-11） 【平日】 混雑時平均旅行速度
全線開通後：小松バイパス（設計速度60km/h）

約4分短縮

凡 例
：高規格道路
：一般国道(指定区間)
：一般国道(指定区間外)
：主要地方道
：一般県道
：その他の道路
：再評価箇所(開通済)
：再評価箇所(未開通)

西条市丹原町
（明穂交差点）

現況
全線開通後

所要時間ルート

至 松山市

至 新居浜市

撮影：R6.6

沿線家屋から車道までの幅が非常
に狭く、大型車がセンターラインを
はみ出して走行

たん ばらちょう し かわ こう

たん ばらちょう あか お



西条臨海工業用地

２．事業の効果と必要性（２）

西条市には、県内最大の貨物量を誇る東予港（重要港湾）があり、臨海部には多くの事業所が集積している。また、同市の製造品
出荷額は愛媛県内で第3位であり、県全体の産業、物流を支える重要な地域である。
近年、トラックドライバーの人手不足や高齢化など、長距離物流の課題の顕在化により、モーダルシフトへの機運が高まっている。
今後の開通により、東予港複合一貫輸送ターミナル整備事業により船舶の大型化が実現した東予港への新たな物流ルートが形成さ
れ、モーダルシフトを活用することで、 トラックドライバーへの負担軽減など2024年問題の改善が期待される。

東予港への新たな物流ルートの形成により安定した物流を実現

資料）R6.1 ヒアリング調査結果

【物流関係者の声】
• 愛媛県においてもドライバー不足やドライバーの高齢化により
長距離物流の維持が課題となっており、今後は、ドライバーの
負担軽減や労働時間の短縮に有効なフェリーを使った長距
離移動は増加する傾向だと思われます。

＜愛媛県内の重要港湾の
海上出入貨物量の割合(R4)＞

＜平面図＞

＜愛媛県内の製造品出荷額＞

• 今後の小松バイパスの整備（全線開通）に
より、新たな物流ルートが形成され、東予港
へのアクセス性向上することで、安定した物流
が期待されます。

4

＜モーダルシフト＞

工場など

陸上輸送

納品先など

工場など 納品先など

海上輸送 陸上輸送
港 港

シ
フ
ト
前

シ
フ
ト
後

東予港

11

11

E11

JR予讃線

至 松山市

西条市

東予丹原IC

いよ小松JCT

E76

いよ小松IC

松山自動車道

至
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国道11号 小松バイパス 延長7.5km
西
条
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小
松
町
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西
条
市
小
松
町
新
屋
敷

▼東予港複合一貫輸送ターミナル整備事業

資料）R5年度事業評価監視委員会説明資料

（船舶の大型化）

196

モーダルシフト

トラックドライバーの負担軽減、
労働時間の短縮

陸上輸送

無人航送

資料）2022年経済構造実態調査（製造業事業所調査）【R3実績】資料）港湾統計（年報）

愛媛県
取扱貨物量
(R4)

4,098万t
三島川之江港

1,003
25%

新居浜港
850
21％

松山港
833
20%

今治港
100
2%

東予港
1,289
31%

宇和島港
23
1%

貨物量
県内1位

港新地

樋之口

西ひうち

東ひうち

船屋

東予インダストリ
アルパーク

いよ小松北IC

小松バイパスを利用することで、
東予港へのアクセス性が向上

開通済区間
延長0.4km

開通済区間
延長2.0km

凡 例
：高規格道路
：一般国道(指定区間)
：一般国道(指定区間外)
：主要地方道
：一般県道
：その他の道路
：再評価箇所(開通済)
：再評価箇所(未開通)

（上位5市（R3））

ランク 市町村名 製造品出荷額
（億円）

県内
シェア

1 新居浜市 10,553 22.2%
2 今治市 10,452 22.0%
3 西条市 10,343 21.7%
4 四国中央市 6,428 13.5%
5 松山市 4,691 9.9%
- その他 5,114 10.7%

47,582 100.0%合計

県内3位(約2割)
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資料）R6.5 ヒアリング調査結果

【移住政策関係者の声（西条市役所）】
• 西条市の子育て支援や起業支援等の政策、自然、人、水、産

業などの環境から、移住者は増加傾向です。
• なお、昨年度（R5）の移住に関する相談件数は約900件/
年となっています。

5

２．事業の効果と必要性（３）
地域の魅力と活力を育む

＜西条市の地域区分＞ ＜西条市への移住者数の推移＞

資料）西条市提供資料

＜西条市の移住サポート＞

• 今後の小松バイパスの整備（全線開通）により、市中心部アク
セス性が向上することで、小松・丹原エリアの方々の満足度が
向上するとともに、中心部からのスムーズな交通の確保が出来る
ことにより、両エリアの方々の満足度が向上するとともに移住者
の増加が期待されます。

資料）西条市シティプロモーションWEBサイト「LOVE SAIJO」

資料）現況：ETC2.0プローブデータ（R5.10-11） 【平日】 混雑時平均旅行速度
全線開通後：小松バイパス（設計速度60km/h）

＜所要時間の短縮＞
（西条市丹原町（明穂交差点）～西条市役所）

0 10 3020 （分）

約28分

約24分

現況
(国道11号)

全線開通後
(小松BP) 約4分短縮

東予港

伊予西条

至
高
松
市

196

松山自動車道
E11

国道11号 小松バイパス 延長7.5km

西条市役所

石鎚山伊予氷見伊予小松

玉之江

壬生川

11

11

至
松
山
市

西条市

いよ小松北IC

東予丹原IC

いよ小松JCT

いよ西条IC

E76

西条エリア
R5:963人

西条エリア・東予エリアに
集中する大型商業施設

資料）大型小売店：全国大型小売店総覧2024（1000㎡以上の施設）

至 今治市

西
条
市
小
松
町
安
井

西
条
市
小
松
町
新
屋
敷

開通済区間
延長0.4km

開通済区間
延長2.0km

いよ小松IC

現況
全線開通後

所要時間ルート
小松エリア
R5:157人

丹原エリア
R5:59人

東予エリア
R5:321人

凡 例
：高規格道路

：一般国道(指定区間)

：一般国道(指定区間外)

：主要地方道

：一般県道

：その他の道路

：再評価箇所(開通済)

：再評価箇所(未開通)

：大型小売店西条市丹原町
（明穂交差点）

西条市では、子育て支援や起業支援等の政策、自然、人、水、産業などの環境をもとに、「移住セミナー」や「体験ツアー」、「アテンドサービス」等
の移住サポートが充実しており、移住者数は年々増加傾向。
今後の開通により、小松・丹原エリアと大型商業施設が集中する市の中心部へのアクセス性が向上。小松・丹原エリアの方々の満足度が向
上するとともに移住者の増加が期待される。

資料）R5年度西条市へのエリア別移住者数(※不明18人)：西条市提供資料

たん ばらちょう あか お

R2年度に「住みたい田舎ベストランキング」で
全国1位を獲得して以降移住者が急増！



３．事業の進捗状況と見込み
これまでの用地進捗率は約66％、全体の事業進捗率は約61％となっており、現在、調査設計、用地買収、工事を推進中。

6

延長 ７．５ｋｍ
現状 調査設計、用地買収、工事推進中

進
捗
状
況

今回（R6）
令和5年度末時点

前回（R1）
平成30年度末時点

用地進捗状況 ６６％ ５８％

事業進捗状況 ６１％ ５３％

東予港

西
条
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小
松
町
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井

西
条
市
小
松
町
新
屋
敷

松山自動車道
E11

国道11号 小松バイパス 延長7.5km

至 松山市

至
高
松
市

H11.3開通 延長0.2km
H13.3開通 延長0.7km
H20.3開通 延長1.1km

石鎚山伊予西条
伊予小松

玉之江

壬生川

西条市

いよ小松北IC

東予丹原IC

R5.9開通
延長0.4km

至 今治市

E76

いよ小松IC

いよ小松JCT

196

11

11

至

今
治
市

凡 例

：高規格道路

：一般国道(指定区間)

：一般国道(指定区間外)

：主要地方道

：一般県道

：その他の道路

：再評価箇所（開通済）

：再評価箇所（未開通）

▼国道11号小松バイパス（新屋敷地区）開通式典

▼国道11号小松バイパス空中写真

撮影：令和５年１２月

撮影：令和５年９月

196

11

至 松山市

至

高
松
市

E11

E76

いよ小松JCT

いよ小松北IC
いよ小松IC



４．事業を巡る社会経済情勢等の変化

東予港

至
高
松
市

196

松山自動車道
E11

西条市役所
11

11

至
松
山
市

西条市いよ小松北IC

東予丹原IC

いよ小松IC

いよ西条IC

E76

西
条
市
小
松
町
安
井

西
条
市
小
松
町
新
屋
敷

国道11号 小松バイパス 延長7.5km

H11.3開通 延長0.2km
H13.3開通 延長0.7km
H20.3開通 延長1.1km

R2.7工事着手
R5.9開通
延長0.4km

至 今治市

• 事業期間：平成26年度～令和7年度

• 構成施設
岸壁（-7.5m）（H30.8暫定供用）
航路（-7.5m）、泊地（-7.5m）、臨港道路、ふ頭用地

＜東予港複合一貫輸送ターミナル整備事業＞

壬生川地区 西条地区

西条地区中央地区

東予港複合一貫輸送ターミナル整備事業
（耐震強化岸壁H30.8暫定供用）

＜その他、東予港の整備状況＞
• 西条地区 事業期間:平成6年度～令和7年度

【県事業】物揚場、防波堤、護岸、船揚場、泊地、道路、
ふ頭用地の整備

●●地区 港湾地区

凡 例

：高規格道路

：一般国道(指定区間)

：一般国道(指定区間外)

：主要地方道

：一般県道

：その他の道路

：再評価箇所（開通済）

：再評価箇所（未開通）

▼開通前後の交通量の変化 【写真】

資料）交通量調査結果
開通前（R4.10.25(火)）
開通後（R5.10.11(水)）
※日交通量は7～19時までの12時
間調査値にR3全国道路・街路交
通情勢調査の昼夜率を乗じて算出

1,900

690

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

開通前 開通後

交
通

量
（

台
/日

） 約7割減少

(西条セレモニー会館前交差点)

小松町新屋敷交差点

196

西条セレモニー
会館前交差点

至 新居浜市

至 国道11号

国土地理院地図を基に作図

R5.9開通
延長0.4km

交通量
断面

開通後
約2,300台/日
が利用

開通前:1900台/日

交通が分散

開通後:  690台/日

＜R5.9開通区間周辺の交通状況＞

撮影：R4.10.25
（7時台）

至 松山市

＜開通前＞
周辺道路からの交通集中に

より渋滞が発生
西条セレモニー会館前交差点

＜小松バイパス事業の主な進捗状況＞
• 令和2年7月 工事着手（小松町新屋敷地区）

• 令和5年9月24日 開通（0.4ｋｍ）

こ まつちょう しん や しき

＜開通後＞

撮影：R5.10.11
（7時台） 至 松山市

令和5年9月の部分開通に
より渋滞が緩和

西条セレモニー会館前交差点



５．事業費の変化
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＜事業費の見直し＞

項目 増額内容 費用増加分

事業費増 物価上昇にかかる事業費増 ■物価上昇による事業費増
物価上昇に伴う事業費の見直しによる変更 20億円

＜全体事業費＞

①前回評価時 ②増加 今回評価時（①＋②）

１８３億円 ＋２０億円 ２０３億円

物価上昇により、事業費が２０億円増加。



５．事業費の変化（物価上昇による事業費増）
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R4
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0

R5
.1

R5
.4

R5
.7

R5
.1

0

R6
.1

R6
.4

As混合物 密粒度As（20） 異形棒鋼 SD345 D16～25(t)

生コン 24-8-25BB H型鋼SS400 200×100

鋼板 無規格 12≦ｔ≦25

＜建設資材単価の伸び率（R1.4を基準に算出）＞

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

普通作業員 鉄筋工 橋梁特殊工

型枠工 交通誘導員（B）

＜労務単価の伸び率（R元年度を基準に算出）＞

1.31
生コン
アスファルト化合物

1.44 異形棒鋼

1.50 綱板

1.38 H型鋼

1.20 普通作業員
1.21 橋梁特殊工
1.22 型枠工

1.16 交通誘導員B

1.19 鉄筋工

地区）丹原
県）愛媛県

県）愛媛県

原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時（令和
元年度）に比べて、建設資材や労務費の単価が上昇している。
建設資材価格の伸び率では、R1.4を基準とした場合、鋼板、H鋼、異形棒鋼等の鋼材価格が約1.38倍～1.50倍となっている。
労務単価についても、型枠工で1.22倍と前回評価から増加している。
鋼材価格や労務単価等の上昇に伴い、橋梁等の工事費の増加が必要となった。

物価上昇による資材及び労務単価の増加 【変更】20億円増



６．事業の投資効果
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項目 事業全体 残事業

費用（C） ２８５億円 ７９億円

事業費 ２５６億円 ５７億円

維持管理費 ３０億円 ２３億円

便益（B） ３３５億円 ２９４億円

走行時間短縮便益 ３１１億円 ２７６億円

走行経費減少便益 １９億円 １５億円

交通事故減少便益 ４．９億円 ３．６億円

費用便益比（B/C） １．２
１．５[2％]
１．８[1％]

３．７
４．９[2％]
５．５[1％]

＜費用便益比＞

＜前回評価時からの事業計画の変化＞
今回評価

（令和6年度）
前回評価

（令和元年度）
備 考

（前回評価時からの主な変更点等）

事業諸元 延長 ７．５km

計画交通量 １２,９００～２０,８００台/日 １４,４００～２２,５００台/日 ・ODの変更による交通量の変更

全体事業費 ２０３億円 １８３億円 ・物価上昇による事業費の増加

費用便益比 事業全体 残事業 事業全体 残事業

・費用（C)は基準年度及び事業期間の変更
・便益（B)は基準年度の変更と原単位の更新

総費用
（C） ２８５億円 ７９億円 ２４１億円 ８７億円

便益（B） ３３５億円 ２９４億円 ３５９億円 ２７８億円
費用便益比
（B/C） １．２ ３．７ １．５ ３．２

注）費用及び便益額の値は基準年における現在価値（令和6年度）を表す。（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
〔 〕内は、費用便益比は比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率を表す。
四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。



以上のことから、国道11号小松バイパスの事業を継続する。

10．対応方針（原案）

• 今後も新技術、新工法の採用による工事コストの縮減に加え、施設の長寿命化や維持管理費を考慮した構造の採用等、総コストの
縮減に努める。

• 本事業は、都市計画決定を行ない、地形条件、土地利用との整合を図った計画であり、都市計画決定により地元との合意形成も図
られており、合理的な計画であるため、現計画が最適である。

７．地方公共団体等からの要望

11

８．地方公共団体の意見

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性

愛媛県、国道１１号バイパス整備３市合同（四国中央市、新居浜市、西条市）、期成同盟会等より、本事業の整備促進につい
て、 積極的な要望活動が続けられている。

令和元年度：１１月、１月 令和２年度：9月、１０月 令和３年度：６月、１１月
令和４年度：７月、８月、１月 令和５年度：６月、８月、１１月、１月 令和６年度：５月

【愛媛県知事意見】
• 一般国道11号小松バイパスの事業を継続するという「対応方針(原案)」案については異議ありません。
• 国道11号の渋滞緩和や交通安全の確保を図るとともに、交通ネットワークの基盤となる道路として地域経済に大きく寄与する重要な

事業であることから、更なるコスト縮減と事業促進に努めるようお願いします。


